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安政の江戸大地震一両田の死

あんせい

安政2年(1855)10月2日に起こった安政の
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安政 2年の弘道館「学校日記J(茨城県立歴史
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藤田東湖(1806-55)は、水戸学の代表的な学者 ・思想家で、斉昭の命により弘道館の建学
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江戸小石川御邸之図(部分)
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同じ藩邸に住んで、いた戸田忠飲(1804-55)も
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安政2年 (1855)10月2日午後四時頃(夜四ツ時)発生

震源地と規模:江戸(直下型) マグニチュー ド6.9(近年の研究では7.2)

江戸の被災状況 :死者7千から 1万人

倒壊家屋約 1万5000軒 ・倒壊土蔵約 1400棟ほか

※当時の日記などの記録から水戸でも震度5程度の揺れがあったと推定されています。



関東大震災 一避難所となった弘道館
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大正12年(1923)9月1目、関東大震災が起こり、 東京を中心にこれまてにない規模
ひがい は勺せい

の大きな被害が発生しました。
みとし かお〈ぜんかいむねはんかい すいどう はいす、、かん ろうすいかし ょ L!う

水戸市ても家屋全壊5棟、半壊19棟のほか、水道の配水管に漏水箇所が生じるな
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応援団の派遣、金品の寄贈、疎開者の就職の応援などでした。市役所や弘道館など
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した。弘道館は、被災した人々の救援の場所でもあったのです。

関東大震災

大正 12年 (1923)9月1日午前日時58分発生

震源地と規模:神奈川県相模湾北部 マグニチュード 7.9

被災状況 :死者 ・行方不明者 14万 2807人

全壊 ・焼失家屋57万 5394戸

※震災のあった9月 1日は「防災の日Jと定められ、防災訓練が行われるようになりました。



来日本大震災-1ム道館の被災
《弘道館内》
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東日本大震災

平成 23年 (2011)3月 11日午後2時46分発生

震源地:三陸沖(牡鹿半島の東南東約 130キロ付近)

規 模 :マグニチュード 9.0

水戸市 :震度 6弱
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